
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆市の木：サクラ 
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■坂戸市の位置 
 

＊スマート IC・坂戸 IC の名称等

を入れた図面に差し替える。 

東松山市 

鳩山町 

越生町 

毛呂山町 

川島町 

川越市 
鶴ヶ島市 

日高市 

坂戸市 

関 
越 

道 

道 
央 
圏 

JR 川越線 

東京 45 ㎞圏 

線 上 東 武 
東 

線 
高 
八 

JR 

線 生 越 武 東 

線 線 宿 袋 新 池 武 武 西 西 

 国道 
16 号 

国道 299
号 

国 
道 

407 
号 

国 
道 

254 
 号 

● 

坂戸西スマートＩＣ 
（平成 25 年度供用開始予定） 

 坂戸 IC 

 

（１） 広域的位置づけと役割 

 
○本市は、埼玉県のほぼ中央に位置し、都心から 45km 圏にあります。市域は東西に長く、面積

は 4,097ha の広がりを有しています。 

○高速自動車道は、関越自動車道（以下「関越道」という。）が南北方向に縦断し、主要都市間を

環状方向に結ぶ首都圏中央連絡自動車道（以下「圏央道」という。）坂戸インターチェンジ（以

下インターチェンジは「ＩＣ」と記載する。）が整備され、広域交通網の結節地域となっていま

す。 

○鉄道は、東武東上線、東武越生線の２路線が通っており、坂戸駅から池袋駅まで約 45 分という

都心に近い距離にあります。交通の利便性から都市基盤整備が進み、東京方面への通勤人口が多

い首都圏近郊の住宅都市となっています。 

○おおむねまとまった形態で農地が形成されており、現在の農地面積は市域の 3 割程度を占めるな

ど、県西部地域の良好な農業地域となっています。 
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本市の大きな特色としては、次のようなものが挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5 

2.5 

2.2 

1.9 

1.7 

1.2 

39.4 

38.7 

35.7 

34.4 

30.1 

27.4 

55.6

57.8

61.2

63.1

66.2

64.7

0.5 

0.9 

1.0 

0.6 

2.0 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

S60

H2

H7

H12

H17

H22

第1次産業 第2次産業 第3次産業 分類不能

4,214 4,273 4,476 5,149 6,257

14,157

22,976

26,671

31,763
34,376

35,726
38,826

41,508

23,682 23,962 23,569 24,854
27,308

51,232

77,335

87,586

95,740
98,221 97,381 98,964

101,700

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

(世帯）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

（人）

世帯数 総数

（２） 坂戸市の特性 

 

【土地利用】 

● 坂戸駅、北坂戸駅、若葉駅を中心に市街

地が形成され、市の主要な都市機能が集

積しています。 

● 市街地を取り囲むように水田を中心とし

た農業、集落地域が広がっています。 

● まとまった水田地帯は農用地に指定され

ています。 

 

【産 業】 
●農業：農業人口、農家数、経営耕地面積と

も減少傾向となっています。 
●工業：富士見工業団地とにっさい花みず木

地区に大規模な工場が立地していま
す。 

●商業：商店街の立地場所は坂戸駅周辺、北
坂戸駅周辺、若葉駅周辺、東坂戸地
域、西坂戸地域の５地域となってい
ます。また、大型店は坂戸駅周辺、
北坂戸駅周辺、国道 407 号沿道、
にっさい花みず木地区に立地が集中
しています。  

 

【歴 史】 

● 江戸時代、八王子から日光に至る街道の

宿場町として栄える一方、恵まれた地力

を生かした農業も盛んでした。 

● 明治 29 年 12 月、坂戸村から坂戸町に

改称され、昭和 29 年７月には坂戸町・

三芳野村・勝呂村・入西村・大家村の 5

町村が合併し新生坂戸町となりました。 

● 昭和 40 年代半ばから公団などによる住

宅団地の建設が続き、人口が急激に増加

し、昭和 51 年 9 月 1 日には市制（県下

で 39 番目）が施行されました。 

【人 口】 

● 平成 24 年 4 月 1 日現在の人口・世帯数

は、101,068 人、42,567 世帯です。

昭和 40 年代から急激な人口増加がみら

れましたが、近年は、ほぼ横ばいになって

います。 

● 高齢化率は、全国平均を下回っています

が、団塊世代の比率が高くなっており、今

後、急速な高齢化の進行が予想されていま

す。 

 

資料：各年国勢調査

■人口・世帯数の推移 

資料：各年国勢調査

■産業 3 分類別の就業者数の推移 
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【都市計画】 

● 市街化区域は、市の中央部や周辺の住宅団

地に指定されており、市域の約 1/4 を占

めています。 

● 用途地域は、８割近くが住居系になってい

ます。 

 

【都市整備状況】 

● 市街化区域のうち約５割で面的整備が施

行済みになっています。 

● 都市計画道路の約７割が整備済みになっ

ています。 

● 関越道の坂戸西スマートＩＣが平成25年

度供用開始予定となっています。 

● 都市公園は、土地区画整理事業等により整

備が進んでいます。 

● 下水道の普及率は約６割を超えています。 

【緑・自然・景観資源】 

● 緑地は、城山周辺の森林、農地、河川区域

の緑地が特徴となっています。 

● 高麗川・越辺川などの良好な水辺環境を

有しています。 

● 社寺境内林や歴史資源が数多く点在して

います。 
● 郷土の景観には、水田を中心とした田園

風景、屋敷林のある集落の風景があげら

れます。 

【道路・交通】 

● 鉄道は、東武東上線と東武越生線が通って

おり、池袋駅まで約 45 分の距離になって

います。 

● 道路は、国道 407 号を中心に主要地方

道・県道で骨格を形成しています。高速自

動車道は関越道が南北に縦断しているほ

か、東部地区に圏央道の坂戸ＩＣが開通し

ました。 

● バスは、路線バス及び市内循環バスの

運行により、ほぼ全域を網羅していま

す。 

 ◆市内循環バス 

坂戸ＩＣ 

資料：Ｈ22 年道路交通センサス 

凡 
  例 

  

  

自動車専用道路 
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鉄道 
  

主要地方道・県道 
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  戸 

  毛 
  呂 

  山 
  線 

  

線 
  

生 
  

越 
  
越 

  
県 

  川 
  

道 
  

主 
  要 

  地 
  方 

  道 
  日 

  高 
  川 

  島 
  

東 
  武   越 

  生   
線 

  

JR 
  八 

  高 
  線 

  

線 
  

線 
  

戸 
  

坂 
  

わ 
  と 
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関
越
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北坂戸駅 

  

坂戸駅 
  

鶴ヶ島 IC 
  

若葉駅 
  

鶴ヶ島 JCT 
  

( 仮 ) 坂戸 IC 
  

一本松駅 
  

西大家駅 
  

川角駅 
  

道   央   
圏 

  

県 
  道 

  上 
  
伊 

  草 
  坂 

  
戸 

  線 
  

県 
  道 

  片 
  柳 

  川 
  越 

  線 
  

主 
  要 

  地 
  方 

  道   日   
高   

川   
島   線 

国   道 
  407 
  号 
  

東 
  武  東 

  上 
  線 
  

要 
  
地 

  方 
  川 

  越   坂 
  
戸 
  

主 
  道 

  毛 
  
呂 
  山 

  
線 
  

主 
  
要 

  
地 
  方 

  道 
き が 

Ｈ22平日交通量 

Ｈ22平日交通量 

Ｈ22平日交通量 

Ｈ22平日交通量 

11,444台／12h 

  

Ｈ22平日交通量 

8,717台／12h 

29,624台／12h 

12,127台／12h 

6,897台／12h 

9,424台／12h 
Ｈ22平日交通量 

Ｈ22平日交通量 
4,744台／12h 

Ｈ22乗降客数 
2,963人／日 

Ｈ22乗降客数 
19,794人／日 

（平成25年度供用開始予定） 
坂戸西スマートＩＣ 

市街化区域 

Ｈ22乗降客数 
36,004人／日 

Ｈ22乗降客数 
26,775人／日 
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■土地利用現況図 

出典：都市計画基礎調査（平成 22 年） 
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① 県計画における坂戸市の位置づけ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「埼玉県 5 か年計画」地域別計画における坂戸市を含む広域的な状況 
 
 

（３） 上位計画・関連計画における位置づけ 

 

川越比企地域 

出典）埼玉県「5 か年計画」地域別計画  (平成２４年９月) 

○「埼玉県 5 か年計画」（平成 24 年度～28 年度） 

坂戸市は、「埼玉県 5 か年計画」地域別版において、川越比企地域に位置づけられています。 

【「川越比企地域」の主な地域づくりの方向性】 

・圏央道と関越自動車道が結節する地域特性を生かしつつ、地元市町や民間と連携して周辺の自

然や景観、農地・林地との調和に配慮し、産業基盤整備を進めます。 

・円滑で安全な道路網を形成し、経済活動を支えるため、国道 407 号バイパスなどのインター

チェンジへのアクセス道路をはじめ、幹線道路を整備します。 

・歩道の整備や自転車通行帯の設置を進めます。 

・川島の中央防災基地や防災航空センターなどを核とする危機管理防災体制を強化するとともに

治水対策をさらに進めます。 

・環境に配慮した河川改修を進めるとともに、河川の水質改善に向けた河川浄化の取組や親水機

能の保全・創出を進めます。 

・多様な企業の集積を図り、雇用の創出など地域の活力を高めます。 

・多彩な観光資源のネットワーク化を図り、観光客が繰り返し訪れる魅力ある観光地づくりを進

めていきます。 

・県下屈指の数を誇る NPO をはじめ、地域団体、大学などと一体となって、多彩な自然や農山

村の環境と、業務、商業、文化などの都市機能が調和したまちづくりを進めていきます。 

○坂戸都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成 16 年４月） 

【都市づくりの基本理念】 
① 自然環境と共生した住みよい都市をつくる。 
② 健康で安心して暮らせる生活環境を築く。 
③ 産業を振興し、地域の活性化を図る。 
④ 市民との協働によるまちづくりを推進する。 

⑤ 交通ネットワークの充実による周辺地域との連携強化を図る。 
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② 上位計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■第６次総合振興計画－土地利用構想図 

 

○第６次坂戸市総合振興計画（平成 24 年度～平成 33 年度） 

・将来像：「笑顔でつなぐ躍動のまち、さかど」 

・《戦略プロジェクト》 

◇笑顔のまちプロジェクト 

多様な健康増進施策の実施 

地域福祉の推進 

防災・減災、危機管理の徹底 

◇次世代につなぐまちプロジェクト 

地域による教育・子育て支援 

市民との協働による環境問題への取り組みの推進 

協働による質の高いまちづくりの推進 

地域公共交通の充実 

公共施設管理・社会資本マネジメントの実施 

◇躍動のまちプロジェクト 

市民交流の活性化 

市内産業の活性化、新たな企業の誘致 

市民による学び合いの促進 

シティプロモーションの展開 
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 市の広域的な役割、特性、市民の意向や、以下に示す留意すべき社会的視点などを踏まえ、今後

の都市づくりに向けた課題を次のように整理しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【留意すべき社会的視点】 

○少子・高齢社会の進行              ○地域経済の沈滞化 
○省エネ・リサイクルなど環境問題への関心の高まり ○国際化社会の進展 
○市民参加のまちづくり意識の高まり        ○ＩＴ社会の進展 
○成長社会から成熟社会へ             ○ユニバーサルデザインの浸透 
○東日本大震災の発生等による防災や防犯意識の高まり 
○ワークスタイル、ライフスタイルの多様化      
 

 

 

① 中心市街地や地域の活性化 

② 農業や地域産業の活性化 

 

 

① 市街地の計画的な基盤整備と土地利用の推進 

② 良好な環境と共生する集落地の秩序ある土地利用の推進 

 

 

① 幹線道路網の充実・強化 

② 駅を中心とした交通拠点機能の強化 

③ バスなど公共交通の充実 

④ 交通安全対策の推進 

⑤ 鉄道輸送力の増強 

 

 

① ユニバーサルデザインの導入 

② くらしに密着した生活基盤の整備・充実 

③ 少子・高齢化に対応したまちづくり 

④ 東日本大震災の教訓を踏まえた防災まちづくり 

⑤ 防犯に配慮したまちづくり 

⑥ 環境負荷の軽減への省エネ・リサイクルなどの促進 

⑦ 良好な街並みの維持・向上 

 

 

① 自然・緑地・歴史及び景観資源の保全と活用 

 

１． 都市全体の活力を高めていくことが必要です。 

２． 計画的な土地利用の推進を図ることが必要です。 

 

３． 交通網の充実・強化と交通環境の改善を図ることが必要です。 

４． だれもが安心・快適に住み続けられる住環境づくりが必要です。 

５． 良好な地域資源の保全と都市づくりへの活用が必要です。 


